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汽水性水域の水産資源に関する基礎調査一Ⅱ

茨城県潤沼ニシンの二三の観察

藤　本　　武・北　浜　　仁＊

Ⅰ　は　し　が　き

茨城県僻で漁獲きれる産卵ニシンは・湖沼性のニシ∵／として・またわが国太平洋側のニシ∵／の産業的分

布の南限として古くからよく知られている。とくに最近のこのこシ∵／の漁獲量は，後述するように従来考え

られなかったほどの著しし増加をみせており・北海道西海岸の産卵ニシンの減少，太平洋の厚岸湖及び厚岸

袴の産卵ニシ∵／の急増等と関連して・よ。芸去嘩日をひくに至った0　　　　　　1）2）
このニシう／について，古くは藤田‥小久保によって回帰・稚族に関する研究が行なわれ，近年では藤本ら

占）7）8）

及び北浜・藤本ら忙よる二三の調査観察の報告があるが・澗沼ニシンについての知見はなお極めて乏しい0

このニシ∵／の理解を深めるため，本報告は」j己の北浜・藤本の諸報告を碁に▼その後の資料を追加訂正して

再整理したものである0

本丈に先立ち調査の機会を与えられ・御指導いただいた北海道立水産試験場平野資源調査部長，また聴取

りに際し長時間応答下さった業者各位に御礼申上げる0藤田・小久保の報告に負うところが大きいので・併

せて謝意を表する。

Ⅱ　調　　　　査

1．滴沼の概要

瀾沼は水戸市の南々東約12K皿のところにある東西に細長し濱水湖で・昭和52年4月現在では長さ

‘．BKm，最大幅員1．7Km，最′J＼幅員0・5摘（干拓を除く）・湖岸の長さ22・5Km・面積946払盲で最
2）

深部は5．5mである。この潤沼には西側から潤滞日lが注ぎ，東端から同名の澗剰Ilが流下し・那珂川と合

して太平洋に注ぐ（第1図）。この沼には淡戯水の魚類がみられ・ハゼ類・ガラ・ウナギ・シラウオ・ワ
17）

ヵサギ等55属58椎があるといわれ，また，ヤマ・トシノミ便虐地としても知られていろ0

第1表　潤沼及び那馴Iの漁獲量＊（19°2）　　　　　トン

魚種　 場所 1
L澗 沼 那珂川 魚種　　 所

潤　 滑 l那甜川I l諒 控 牢 1澗 沼 ；
那珂川

サ　　　　　　 ケ

59

2 6 ポ　　　　　 ラ
【 80 1

141 その他の魚類 55 8 6

ウ　　 ナ　　 ギ 29 コ　　　　　　 イ 5D 9 シ　　 シ′　　ミ 1，119 1，18 0

ワ　カ　サ　ギ 11 フ　　　　　　 ナ 92 14 ェ　　　　　　　 ビ 1 0

‾7 口 24 ウ　　 グ　　 イ 68　　　 258 イ　　 サ　　 ザ 225 1

こ／　ラ　ウ　オ 7 0 オ　イ　カ　ワ 20 その他の動物 5 1∩

ゼ 155 1 19 ニ　　 シr　　　ニ／
195 1 2 99 合　　　 計 2，0占0 2，216

＊　茨城県農林統計による。

＊　北海道立水産試験場
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第1図　　　滴　　沼　　付　　近

昭和57年における澗沼，潤郡上及び那珂Hlの種観別の漁獲量は第1表の通りである0

本沼の湖沼学的観察は充分でなJJ三聖シソ漁期中における水温の経年観測値はないが・昭和25生及び

51年12月から52生4月までの水温及び気温の観測値があるので第2表に示した。

これによれは，ニシンの来港の始まる12月から終了期の5月末までの本宿の水温はおおむね2・4Cか

ら8，2Cの範閥にあるものと考えてよかろう。

ー4　2－



藤木武・北浜仁：汽水性水域の水産資源に関する基礎訴査－Ⅱ

第2表　　澗沼ニシン温期中の水温

且（下石崎村芋長州地先　午前8～9時観測）

旬　　　　　 別 平 均 気 温 平 均　 水 温
■　旬　　　 別T l 平 均 気 温 ；平 均　 水 温

1 9 5 ぴE 2 月上旬 8．8　 C 7 4　 C 5　 月　 上　 旬 5．5　 C 占．8　 C

中旬

下旬

4．4

4．8

占．1

8．5

中　 旬 4．5 占．1

b（前谷干拓地先　　　　午前　6時観潮）

平 均 気 温　 と平 均 水 温
旬　　　　　 別 平 均 気 温 平 均 水 温 ： 旬　　　　　 別

1 9 5 8牢1 2 月中旬 0．2　 C 5．4　 C 1 9 5 7 毎 5 月上 旬 2．0 L　C　　　　 4、4　 C

下旬 0．5 2．4 中旬 1．5　　　　　　　 6．0

1 9 5 7年 1 月上旬 2，1 5．8 下旬 1．8 8．2

中旬 1．5 4．2 4 月上 旬 5．9　　　　　　 1 1．6

下旬 1．5 5．7 中旬 1 口．5 1 5．占

2 月上旬

中旬

下 旬

1 喜：；

l O・5

5．6

4，2

1 4・2

下 旬 1 2．9 1 占，1

】

e（中石崎地先　　　午前　7時酬）＊

旬　　　 別　 ≡ 平 均 気 温∴ 平 均 水 温 旬　　　　　 別 平 均 気 温 ド 旦 旦 竪

1 9 5 ほ 1 2 月　 と　 － 0・1 C 5．2　 C 1 9 5 7 毎　 5 月

1 0．8 6．51 9 5 7 毎 1 月　　 0．9　　2 月　 1．8 5，5

占，7

4 月

＊　　月4～5回の観測

北浜・藤本（1956・’58）より

2．漁獲の状態

i）漁　　期

第5表　澗沼ニシンの漁期

生 i　 漁　　　　　 期

1 9 5 8 日 9 5 ム L 上 旬 ～ 5 6 ・Ⅳ ・上 旬

5 7 】 ’ち 7．Ⅰ．上 旬 ～ ’5 7 ．Ⅲ ．上 旬

5 8 ’5 8 ．Ⅰ．上 旬 ～ ’5 8 ．Ⅱ ．下 旬

5 9 ’5 9 ．Ⅰ．中 旬 ～ ’5 9 ．Ⅱ ．中 旬

8 0 ’5 9 即 ．下 旬 ～ ’d O ．Ⅴ ．下 旬

8 1 ’d O 即 ．下 旬 ～ ’6 1 ．Ⅳ ．上 旬

6 2 ’d Z I ．上 旬 ～ ’8 2 ．m ．下 旬

8 5 ’d Z 軋 中 旬 ～ ’‘5 ．Ⅳ ．中 旬

8 4 ’6 5．刃 ．下 旬 † ’8 4 ．Ⅲ ．下 旬

本沼のニシ∵／の漁期（来鰐期）は毎により，場所によ

って異なるが，諸情報を整理して最近数力毎の漁期を第

5表に示した。

乗務の早い年は12月中旬から漁獲され，4月中旬に

終漁となる。近年の盛漁期はおおむね1月中旬から2月

上旬頃までであるが，一般に豊漁毎は漁期が長い。漁期

は尾鮫沼ニノ雄それと大差はなさそうである。

－45－
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ii）漁推量の変化

澗湾でのニシ∵／の漁獲はかなり古くから行なわれ，今から約520生前の正保5生（154」i）の

古文書に，漁獲場所及び時期の規制がすでに記録されているほどであるから・それ以前にもすでに相当

の回瀞があり，また年々の変動が数しかったと想像される0それ以後明治生間に至るまでの記録は現在

手元にないのでその詳細について知ることは出来ない。しか順田ら庖告，195ほ及び57年の

聴取君複獲統計表から大漁年及び不漁年が何時頃であったかおぼろげながら知ることが出来たので託

すこととする。

明治年間では5年に一度，7年に一度，あるレけま50年に一皮大漁があり・1877年（明治10年）

頃．1887年（明治20年）頃，1897年（明治50年）頃大漁があったといわれる0この頃の漁

獲場所は主に長州と北松川を見通す線より川口の方（現在の前谷干拓及び神山地先）が主だったらしい0

大正年間では藤臼．小久遠をよれば．1917年から1921年まで当時としては大漁年であった。

1925年前後の様子はあせり明らかではないが．192d年頃及び1955年は漁があったらしレゝD

干拓が行をわれる以前（1927年以前）は漁がある時は書巻で毎朝15短前後が漁施され，5年ある

し1は8年に1回大漁があるといわれていたが，干拓が行表われるようになってから漁獲がなくなったと

いう。しかし腰取り場所によっては，干拓によって漁道が狭ばめられ・それに漁具の発達によって昔よ

り漁確貴がよくそったともいわれる。また1955年頃は漁のよい時は一朝で筆巻は170～180kg

前後，その他の日は15桓前後であった。その後わずかながら漁獲があり，1941年頃に目立つほど

の漁確があったが，1944年には数量の程度はわからをいが大漁年であったという（1942・’45

年は賛巻で一朝10kg～15短の漁確があった）。

一般に澗沼ニシ∵／の漁獲計175～11（2月DO～5，000貫）ト／あるいは5・8（1・ODO貫）ト／

前後が普通漁といわれ．近年で吐5年あるいは5年に1回倦漁年があるといわれる01949年は近年

にたい大漁年で75ト／はこえたろうという01950年～’52年までの漁確量は少なく・茨城県水産

課調べの1951年の漁獲量は0．8トンである。1955年及び1954年は普通程産（7～10トン）

の漁況を呈し，1955年はみるべき漁獲はなかったようである。1958年の漁獲量は我々が直接聴

取りを行をわしめるほどの大漁年であれ農林統計年表（以下柴統計とする）によれば64・5トン，聴

取りを符合すると75トン内外あったらしい（第4表）。そしてこの年は「駿に刺網が筆巻よお良好で

漁獲の8割あるいは5割以上亨しめた。1957年の漁獲量は，調査を依頼した仲買人感己録では約

第4蓑1956年賛巻1力積の旬別漁獲高（‾卜石崎村手前谷）　2．2トンであった。しかじ己銀が全漁獲物
、斉 ＼＼＼竺 上　 旬 中　 旬 下　 旬 合　 音十

1 9 5 5．1 1
kg

2 鼠9

ロ＿5 kg

2 2．7

kタ 0 ．5 kg

1 2 0．5 0 ．5

1 9 5 6． 1 5 5 ．7 1 0 占．5

2 9 1．6 1 0 0 ．8 1 1 5．6 5 0 8．0

5 8 6．4 6 9 1 7 4 ，0 2 2 9 5

4 5 1．2 2 7 9 5 0．0 1 0 9 1

総　　 漁　　 獲　　 高　　　　　 7 5 1．9　短

北疾・藤本（195（～）より

－44－

についてたされてしっるとは限らをいのでこ

れ以上の漁稽量があったことは確かである

が，諸情報を総合すると前年にくらべ極端

に不漁で5．7トンを越えをい漁獲量とも推

定される（第5表参照）。農統計では0と

食ってレヽる。
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また農欣喜十による1958

二葺那表1957年の潤沼ニシン漁獲量
r

漁 期　 調査位置 前　 谷　 L 箕　　 輪　 ■ 中 石 崎

ロ．d kg

1．7

計

0．8 短1‾9 5 6 年 1 2 月下旬 ＿ kg ＿ kタ

1 9 5 7 年 1 月上旬 1 1．1 1 1．1

中旬 5．1 5．1

下旬 2 1．5 2 0 8．2 2 2 R 2

2 月上旬 9 5＿2 4 8 8．8 4．6 5 8 8．6

中旬 2 8 1．5 2 0 （5．2 5 0 4．9 7 7 2．8

下旬 8 2，5 1 5 5．0 5 7 0 2 5 4．5

5 月上旬 7 7 5 1 5 5．0 2 1 2．5

中旬 8 q 2 2 2．5 1 1 1．7

2，1 8 5，5
計 d 2 5．0　 1、1 7 5，7　　　 5 8 8・8

北浜・藤本（1958）より

年以降の湖沼二シ∵／の漁獲

量は次のようである。即ち

1958年は4トン，’59

年は従来の漁獲量から急増

し271トン，’60年は前

年を更に上廻り418トン，

b1年は減少して258ト

ン，’62年は再び急増し

495トンとをった。ただ

し第8表に示したように・

いわゆる湖沼ニシンは澗宿

内のみで漁獲されているわけで夜く・那珂川・澗沼川においても多量に漁那れ・年によっては沼内よ

カ漁獲が多くをっている0

第 8 表　 最 近 の 澗 潜 ニ シ ン り 石乳臭 別 m 頂 同　　　　　　　　　　　　　　　　 そ の 他 －の

年　 次
漁 具 と刺　 網 長　 袋 さ よ り網 張　 網　 ■■地 曳 網 す ず　 き

漁　　 業 吉十

1 9 d D

＼

那 珂 川

澗 沼 川

澗 沼

小 吉十

5．4

1 0．0

1 9 7 8

2 1 5 0

5 2 ．4

5 2 ．4

2 ．5

2 ．5

1 1．1

1 1．1

0 ．5

2 ，5

2 ．8

1 5 6．5

1 5 6 ．5

5 ．9

4 4 ．9

5 8 ヱ 5

4 1 8 ．5

1 9 °1

那 珂 川

澗 沼 川

）闇 〕召

′」 計

8 ．2

5 5 ，4

1 1 5 ＿0

1 7 8 （～

5，5

5 5

8 ．9

8．9

1

i 三：… 8 4 ＿5

8 4．5

＋

＋

8 ．2

5 8 ．9

1 8 9 4

2 5 （5．5

1 9 5 2

ヽ ロ

那 珂 川

澗 沼 川

澗 沼

9 0

2 9 0 ．0

1 1 2 ，0

0．8

0 ．8

8 ．0 8 5 ，0 8 ．5

9 0

2 9 0．8

1 9 5 ．5

′j＼　 言十 4 1 1．0 8．0 8 5 ．0 8．5　　 4 9 5，5

＊　農林省統計調査事務所調

いずれれろ，澗沼を中心とした最近数カ年は・従来ほとんど考えられていなかったほどの多量のニ

シ∵／が連続して来館してきていることは注目すべき現象であろう0紬那珂川・澗沼川での漁獲は・瀾

沼内のニシンの急増に刺郎れてはじまった（大正年間にはニシ∵／地曳網・制約等の許可があって操業

も行なわれていたが，昭和に売ってから行なうものがをかった）019年5年1月からは那珂川河口付

卵．小久離よればニシ畑糾外に雄対見、当ら紬といれ大正年間の記鉛ニッ■／は

－45－
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稀に海岸で漁獲されるとある○鼻統計によれば19日年の5月中に平臥大津の中型機船底曳網によ

僅僅少　カ；ら漁獲され∴80年には小型定置及び慢船底曳網で1～6月及び12月に1トン前後・’d1

年は小型定置によ少1月，4月▼12月に若干漁獲されているが・いわゆる混猿である0

聴取わによって知られた最近の海洋におけるニシンの混樺はおおむね次のよう夜ものである。大津港

のイワシ旋卿旨によ少菊多浦（茨城，福島県境）海域で冬及び夏に漁獲され・’59年の夏にニシン稚魚

（9仰前後）を約57Dkタ漁獲・，80年12月に120g～220クのもの5尾・’65年1月には120

g前後のもの約20軌同年2月21日には中羽イワシ1・000k算とともに全長約2DC¶（2年魚）の

もの5kgを混穫した。・84年2月‥日に′」哩底曳網で大津沖合・水深140mのところで全長29仰

のもの1尾を混汚し，同年5月4日に菊多浦でイワシまき網で全長18・5～21・DCnのものをサノ鴨少

で20トンを漁獲した。また久慈浜（日立市）の底曳細沿は11～12月に水深150～250mのと

ころで1網で1～2尾の混猿をみるという0また日立市会瀬の定置網で’dO年4～占月に全長約27～

28仰のもの数尾を混確した。平潟小型定置の水揚げ日報からニシンの乗網記録をみると，’80年の春

綱では初乗網が4月11日，終乗網は6月4日で延45日で約585kヂ（全長27～28C沼といわれる）

又，この年の5～5月に潤沼及び滴沼川・郡酬げも全長27～28仰のものが約1875トン（5万

貫）が漁獲され，，d1年は4月に12軌，62年は4－5月で58軌’65年は4月25日初乗綱・6

月24日韓乗綱で延57日で約42Dkタ以上を混獲している0

また利剰日でもニシンが漁托される乞）漁獲量に関する統計記録はかハが，矢田部村の古老からの聴取

りでは，1897年～1907年（明治50～40年）が最盛期で800尾～1・000尾の漁獲があっ

たといわれる。その後の漁況の変化は全く不明であるが，1954年及び’55年頃は10～15尾程度

が波崎町で漁獲されておれ1958年12月には川場操網で2尾（全長50（畑）漁獲された〇二シ∵／

の混獲は12月から2月頃までであるDまた’占2年4月頃に常陸川（茨城県側）で今までになく稚魚が

目立って多くみられたという㌘

iii）漁　具占）

従来章巻と地曳網であったが，現在は第8表に示したように刺網と賓巻で主に漁獲される0刺網は

1947年頃から使用されたDこれらの漁具はもともとニシ∵／を主目的として設置あるいは作られたも

のでなく，とくに刺網はポラを主目的としたものであった0

衰巻は従来春秋の彼岩頃の2回建替えていたが・’41年以降は年末にも建替えるようになり年5回と

在る。この引回白の建替えはニシンの漁獲を目的として行なわれる。賛巻の材料の竹に泥及び水藻のい

わゆる「ノロ」が付着し，そのため水はけが悪く，魚の漁獲が低下するためという07皇かには二シ∵／の

漁期にこの「ノロ」を洗い落す者もみられるDまた筆巻は’48年頃から■52年まで沼中に多く建てら

れたが．諸樫費の節約のた控嘆てる者が少くなり■’55年以降は下石崎と北松川地先以北即ち前谷干拓

地先方面が多くなり，南中は少くなった0

刺網は，51年頃から7ミランを使用し，目合は1・9寸（5・7cm）から2寸（る・D伊）目前後が普通で

＊1965年12月から’64年5月4日までに川場操綱（ポラ巻綱）で成魚を11卜／漁確したといわれる0
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篠本武・北浜仁：汽水性水域の水産資源に関する基礎調香一Ⅱ

ある。中石崎では匂占，匂7年．南松川でば56年に一部2．2寸（8．8m）日のもりを用いたものがあ

った。刺網伸用の許可に走った頃はこれらの日合の15～15日掛であったが，最近は20～50日掛

あるいは50日増となった。長さは10D間を2－5切りで内締結5割でこれを1反とし席綱数は20

～50反前後である。漁法は一般の刺網のそれと同じで．夕方投網し翌朝場網する。

5．ニシ∵／の大きさ

i）全長と体重

本宿に来渾してきたニシンの全長と体重懲穂取少及び測定資料から推定すると次のようなものである。

しかし鷹取カの不正確亨を充分考屠する必要があるし，測定材料の採集も来館魚群を代表される形でか

覆らずしも行食われておらず，漁期中の採集回数や尾数が少いので，聴取カと測定結果とをか互に補足

して漁期中の魚体の大きさを推定することとする。
1）4）‘）7）8）

1917～1921年：明治年間における漁稚魚に関する資料は手元にない。大正年間のうち，19
4）

17～’21年のものについては頑田・小久保の詳細を測定資料を整理すると次のようをものである0即

ちこの時代の来港魚の全長は24．5cmから575（mの広範囲にわたっている。もちろん年々の東涯魚の

年令組成が変化してくる。各年のモードは1917年は28．5cm（副モード54．5cm），■18年は275

か，’19年は52．5〔油，’20年は28．5（沸，’21年は51，5餌にそれぞれモードがある。

また体重についていえば生殖素の熱度の程度によれ体長によれ　また同一年令でも漁獲年により，

その他の条件によって大きな差がみられるが，それらを考膚せずにみると．最小65ダから最大525

タの範囲であれ115夢から225クまでのものがおおむね70％をしめているD

この琴代以後1945年頃までの来港魚の大きさに関する情報は不明である。

1945－ノ4d年：聴取力によれば’45，’44年頃は全長24～27cm，平均体重50ログといわれ

■45年頃は500～450夢のものであう，また’46年に前谷地先で580Kg前後漁獲したが，その体

重は26D　前後から45ログで平均575タであったといわれる。

1949ノ52年：漁獲年次毎に1（苅階級の全長組成を示すと第7表となる。

19年は2占，5cmから52．5cm（モード275（押）で275（罰階級のもので過半数をしめ，’5D年は

24．5（沸～572（加（51．5C研），’51年は28，5C打～5占．5em（54．5（沸），’52年は27詳瓢－55．5

仰（51．0（邪）である。’49年から’51年までのモードは経年的に大きい方に移っており，見かけ上は

同「発生年親許の成長過程の変化のように考えられるが，従来の年令組成の経年変化や年令別の全長組

成の変化，そのモードから推定すればむしろち1年の漁獲魚は成長の良い他の発生年概評（’47年談群）

であろうと考えられている。
8）

体重は力9年の全長組成が」投に小さい方にあるため軽く115ダから270ダまでで160gにモ

ードがみられる。’50年は175～40ログ（255ダ）．’51年は155ダから595ダ（520ダ），

’52年は175才から555才（215ダ）である。聴取！‖こよるこの期間の漁稚魚は■49年頃うでは

5（〕D～450才で，50－52年は一般に大型で清輝魚の20筍は75Dダ以上．残りは5D O夢の

ものであったといわれる。測定結果と大きな差がみられるが，これは判定琶料の採集時期が浄斯後半に

ー4　7－



茨水試：試験報告　昭和57年度

第7表　　酒沼ニシ∵／の年次別年令別全長組成
（単位　尾）

千 、 年 1 9 4 9 1 9 5 0　　　　 11 9 5 1 f 1 9 5 2 －　　 1 9 5 7 1 9 5 8

全 ．スゝ 、
叫

Ⅰ旺 ■ 日 計 四 佃 i Ⅳ i V 】Ⅶ ■ 畑 計 ； 9 巳計 ⅠⅡ Ⅳ i計 Ⅱ l Ⅲ ；Ⅳ ■Ⅴ ㌢ ？ ■計 町 Ⅳ l v 計

2

2 4 ．5

2 5 ．5

】 1 【 1　　　 1 －
L

2 8 ．5

2 7 5

2 8 ．5

2 9 5

5 0 ．5

2

1 2

1 2

5

2

1 2

5

J

2 4

1 5

5

1

1

4

4

7

1

8

2

1

1

1

4

7

1 4

7

5

1

7

5

1

1

1

5

2

1

5

1

1

4

5

1 1

4

8

5

5

2

5

1 1

2

4

1 0

8

1 4

5 1 ．5

1 1

1 0 7

1

1 7 1 1 5

2

2

2 5 5 1 5 1 d 2 5 1 1

1

2

5

1

5 2 ．5

5 5 ．5

5 4 ．5

5 5 ，5

7

2

4

1

2

1 寸

4

2

8

1 0

1 4

8

8

1 0

†4

8

2

2

5 7

2

1 5 1 8

2

5

5

1

8

7

4

1

5 6 ．5

5 7 5

5 8 ．5

5 9 5

4 0 ．5

芦

l

1

i

1

4

1

4

1 1

計 【
弓5 0 1 7 4 7 1 5 6 2 1 1 1 5 占う 5 4 5 4 1 4 6 2 0 1 2 7 4 0 2 1 2 8 2 1 1 2 7 2 0

賢 習 1 9 5 9　 1 9 8 0　 と 1 9 6 1 1 9 8 2　　　　　 】 1 9 6 5

■も ■合 ≠ ＋Ⅲ l Ⅳ　 Ⅴ ！計 Ⅲ i Ⅳ V i 計 Ⅲ l Ⅳ Ⅴ ■Ⅵ ■計 Ⅱ Ⅲ ・Ⅳ 1Ⅴ ■Ⅵ Ⅶ ■Ⅷ ？ 計 Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ ■吾十

2 4 ．5

2 5 ．5

】

1 1

l l 】

1 1

2 6 ．5

2 7 5

2 8 ．5

2 9 5

5 0 ．5

5 1 15

5 2 ．5

5 5 ．5

5 4 ，5

5 5 ．5

5 6 ．5

5 7 5

言十

】

L

1

4

；≒ 1

1 d l l

弓

弓

1

1

4

d

7

1

1

2

2

1

5

1

1

1 0

5

4

2

7

1

1 7

5

2

1

l

d l

2

2

4

4

5

1 1

4

1

5 5

2

2 4

5

2

1

5

1

4 【 1

2

2

4

5

1

■1 8

2

1

1

4

5

7

1 7

4

5 2

1

1 0

7

8

4

1

5 1

5

4

8

8

1 8

1

1

2

1

1

1

1

彗

1

1

1

1

1

1

4

5

8

2 D

4

1

1 4

1 1

1 8

1 1

5

9 8

1

2

5

1

5

2

2

1

1

1 0

1

5

5

5

1

1 5

2

1

5

1

1

5 1
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藤本武・北浜仁：汽水性水城の水産資掛こ関する基礎調査－Ⅱ

片寄っているために漁期初めの大型魚の測定を欠いているためかもしれたい0

195°一，85年：聴取りによるち占生の魚体は750ダ前後のものが20％，500～575ダ程

壕のものが80第であった。あるいは初漁期には加尾で5・75勒前後であったともいわれ・また聴取り

＿．場所によって払　この年は従来にくらべ最も小型で150～225タが普通で・大きくても500才で

一一　あったという。一般にち‘年は′Jヾ型魚が多かったように推測される0

，57年以降の全長組成をみると（第7表）．’57年は大部分は26・5（知から55・5t押（40・5cmのも

の1尾あり）で，モードは50・5（刃にあり・，58年は51・5～55・5｛抑（55・5cm）・’59毎技25・5

－52．5cm（28．5（押）r，，60年は28，5～55・5（罰（55・5cm）・’81年の澗沼川と那珂川の漁得物

’には那珂川のものにわずかながら小型のものが混じっているが295～575【邪で，55・5～55・5C印

のものがその大半をしめる。’62年は大小二つの群にわかれ′」、型許では25・5～295cm（28・5cm），

大型群は55・5～声75cm（55・51押）・’65年は275～55・5cm（52・5cm）となる0’62生の体

長に山が2つあるのは刺網の選択性による影響も考えられるが，来訪魚群の年令のちがいの影琴の万が

大きいようである。体重の測定はも7年と’58年の測定のみであるが，’57年は145～545炉（モ

ード210ダ），，58生は225～575ダ（505ダ）である0’80年のものは聴取カによれば1～

2月には580ダ前後のもの・5～4月には全長25～24（刀で500g前後のものが来訪しノたといわ

れる。

以上の聴取りの結果を総合すると，澗沼ニシンは従来の北海道日本海側の産卵ニシンの場合と同様に，

漁期の初めは「股に大型魚が漁獲され，普通には580ダ前後のもの．2月頃には大′」＼の魚水邑じて最

低190ダ前後，終漁期には刀のようにやせた魚が海相障るといわれ（これらの魚体の大きさはもちろ

ん出現時期は年により変化する），また大漁年は′」＼型魚が多く．不漁宜は大型魚が多いといわれるが・

これらの諸現象がかたらずしも測定結果からでは判然とし′ていないのは，標本採集のかたよ少が大きい

ためである。’82年は他の年にくらべ標本採集回数が多いが，前年の12月，1月の前半には大型魚が

多く，後半の2月には小型魚が多くみられ上述の聴取り結果を裏書きしている。したがってより詳細

を調査を行なえば，毎年同様の結果が得られると考えられる。もちろん単一を生令群でしめられている

産卵群であれば，漁期の推移による魚体の変化は乏しいことになるo

ii）年　　令

滴沼，那珂川及び潤沼川（一部は那珂川河口付近）に来館したニシンの年令査定は，北海道のニシン

で行なわれているのと同様に検鱗によカ年輸数を数えて行なった。再三述べているように標本採集の偏

少を充分考膚する必要があれ年令別の漁獲量が算出されていをいから，来渾魚の主要産令構成を測定

尾数からそのぜゝ推定するのは誤りをかかすおそれがあるが，年令査定の結果からでは見かけ上次の事

が知られるぎ）

1）年によう来訪ニシンの年令組成は異っているが，その範岡はおおむね2生魚から8生魚であるD

2）来訪の主要年令許は5生魚及び4生魚で，生によっては5生魚もか査り高い割合で栗源し／ているら

しレヽ。

－4　9－
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第8責　　了固沼ニシンの年令組成　（鳴）

漁 痍　 年 令
Ⅱ 皿 Ⅳ Ⅴ Ⅶ Ⅶ Ⅶ

1 9 1 7

1，7

1．4

5 ．5

4 ．5

2 9 0 4 5 ，0 2 2 ．0

6．0

1 7 0

1．7

2，8

5 ．0 1．0

1 8

1 9

2 0

2 1

9 2 ．D

2 4 ，0

9 0．0

5 0．0

8．0

7 0．0

1 0，0

5 4．0 1 2 ．0 7 0

4 9 1 ロ0．0 一－ － －－．・．

5 0 6 0 ．0 5 5 ．0 － 1．7

5 2

5 7

7 0 ．0

5 8 ．1

5 0．0

5 6 ，5

5　8 5 ．0 ． 6 0 ．ロ 5 5．0

5　9 8 4 ．2 5，さ 5．5

8　0 5 0．5 5 1．6 1 8 ．2

8 1 2 2 ．2 5 0 ．0 2 2．2 5＿d － －

6 2 5 4 ．8 5 5．1 1 9 6 2 ，2 4 ．5 1．1

d S 9 d 5 2 ．5　 1 4 8，5 9 °

（託）1917～’21生は藤田・小久保（1927）より

1949－も0年は北浜・藤本（1961）よカ

いずれも測定尾数による第で漁獲量の比率ではをい。

’dO年は本表のように訂正する。

5）従来の北海道の産卵ニシンのようにいわゆる高令魚が産卵群の圭群を形成することをく仁短期間に主

要年額群が交替している。

4）1921企三以前は2年魚の東灘がみられなかったが，近左Eは僅少ながらしばしば出現してかわ，この

ことは初夜卵年令群の葺合化と考えられよう。

5）19dl生以前のニシンの生輪は極めて不明瞭あるいは喫年輪と思われるものが多く，立合査定は困

難をことが多いが，’62生以降のものの在韓は明瞭で年令査定吐容易である（立合査定の難易の程暦を

簡単に数的に比較することは出来ないが）。

占）’81生以前と■62毎以後の年輪の明瞭慶の相違は．魚の賃的変化，あるいは環境の変化が担った，あ

るいは超少つゝあることを明示するものと推測されるが，具体的を知見は現在不明である。

iii）成　　長

1949～’占0塵までの標本から推定した発生窪級別平均全長をみると，最近の滑沼ニシ∵／の成長が各

年令とも従来のそれよカもなあ良好をことが知られ，とくに1左目にかける成長は穫生的忙良好とそって

きている傾向が認められる。すなわち1生魚は18．5′～195（刀（平均15．08Ⅳ），2塵魚は1鼠5　～

295伽（25．21那），5生魚は25．5～55．5cm（292（苅），4生魚は28．5～55．5cm（51．81抑），

－5　D－



篠本武・北浜亡：汽水性水域の水産資源に関する基礎調査－Ⅱ

5年魚は51・5～55，5cm（55．7（y）となっていて，これらの年令群はいずれもおおむね全長範閑が

せまく，モードが大きい方に移っておれ1917～■21毎のものよ少平均全長は0．7－2．9（沸大きい

といわれる。8）

5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　　　35cm

全　　　　　　　　　長

第2囲　　澗沼ニシ）／の年令別全長組成

［］・‥t1917～’20生漁獲（藤田り小久保1927）

■・‥1949～，80毎漁碓（北浜・篠　本19引）

－51－
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別　 生 今 別 平 均 全 長 で　 （即 ）

第 9 表 個　年 A 沼 ニ シ∵／の

Ⅰ

年 級 ，

Ⅱ

Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

5 5 ．4

Ⅶ

5 7二2
発 生 生 ¶

1 9 4 2
1 5，0 2 0．° 2 壬1 5 0＿4

5 0 ．2

5 2 ．8

5 5．4

5 4 4

4 5 1 2 、8 2 1．8 2 8，1

4　8 1 4 ，1 2 4，8 2 8 ．4

5 0 8

5 1．7

4 7

4 8

1 5 ．9

1 5．1

2 占．1

2 5．2
2 8 ＿8 5 0 ．7

5 1．9
4 9 1 4 ．0 2 6．8 S D．9

5 2 1 7 4 2 5．9 2 8．4 5 0．5

5　5 1 5．D 2 5 ．9 2 8 ．5

7

5 1．2

5 2 5

5 4 ．2

5 2 ．7

5 4

5 5

5 6

5 7

1 5 ．5

1 5．5

1 占．5

1 5．2

2 8．4

2 4．8

2 9

2 9 5

5 1．占 5 4 ．2

5 7 2

2 4 5

2 8．7

2 8 5

5 0．5

5 2 ．5

－

5 5 4

2 5 2 2 9．2 5 1．8 5 5 7　　　 5 4・4

＊ 北浜 ・藤 本 （ 1 9 日 ）よ り

ぅら忙・81～・d㈲年令別の平均全長をみると・2剛28・1即・5年魚は292即－4卿

54，2即，5年魚は55・1卯とそり・5年魚を除いて吐一層成長は良好で矧ヒしてきているDこの大

姉す柏ち最近の成長が穣めて脚ことは・前述した年輪の明断との関連蝕ハて・その生物

学的意味を吟味する必要があるが・まだなされてい帥。
C111

年　　　　　　令

第5圏　澗沼ニシンの年令別平均全長

●　●1916ん′20年漁獲（藤田・小久保・1927）

〇一℃1949～′60年漁獲（北浜・藤本・19日）
－5　2－



藤本武・北浜亡：汽水性水城の水産資源に関する基礎調査一Ⅱ

√鶴鵬では網ニシンの受鮒を，福島県阻桐浦へ移櫓し虎が，その癖結胡よれば・・81年2

∴・■月24～27日に人工採卵受精した卵は早いものは5月12日から貯化を開始し・5月19日までに10・0

～899番の鰐化率を得た○また5月24日にはプランクトンネットで・表層からyolk seeの吸収し

た体長1．2cmの稚魚2篭を採集している。さらに上述のものと上勝するため・澗沼内で脾化毒磯を行なっ

たが．5月20日頃にはほとんど全部附ヒしたといわれる0卿ヒ直後の稚魚の体長はd～8取程度で′眼

には黒色素を備え，食道は背素と平行して・肛門は尾鮒ぐや←近く存在する0詔節は明らかで片教90で

ぁった。消化管はをにも見られず，稚魚は5－5日でyolk seeを吸収し・その時の体長は8～10瓜

程度に達し仁黒色素が若干背側にみられる0稚魚は穣光性を示し・光に対しプラスの反応を示すといわれ

t鳩取りによればラ）習5年4月下旬から5月にかけて7（哨後のものが煮干しにするほど大量に出現

したが，′5占年は成魚の漁袴量が多かった割合には幼魚の出現は少紬というDまた場所によっては15

伊前後のものは沢山みられるが・それ以下のもの・それ以上のものはみられないことから・おそらく5（加

前後のものは海陀降ったのであろうと推定している業者もいる0

いずれにしろ郷イヒ後・海に降るまでの成長や習性に関しては不明である。

降帝した幼魚はより沖合の海洋生活へ移動開始する前・暫時沿岸に滞泳しているらしく・しばしばシラ
1）7）

ス虫網，あるいは投網によって混薙される。これらの漁樗状況を示すと第10表となる0

第10表　稚魚の大き　さ

採 集 月　 日
19 47 Ⅵ．1許 ・4 9 V ．1済 ’5 7 肌 28 ち7 V 4 ’5 7 Ⅵ　 9

　 lも 7 V ′27 i’5 7 V か iち7 Ⅵ．5

大 洗採 集 地 l

採 集 漁 具 l

大　 洗 l

シラス曳網

那珂川 □

投 網

那珂川 口 大　　 洗 磯　　 崎 磯　　 崎 大　　 洗

水中爆破 シラス曳網 シラス曳網 ッラス曳網 シラス曳綱 シラス曳網

5，2～7 2

6．1 0

5．8へ7 4 4．0～5．8 4．9～ 6，5 5．7 へ■8．1 8．2～7 2
全島範囲∬ Z D～8．8 8，4～ 7 9

4 5 9 4．6 1 5．7 0 占，d d 6．5 7
平均全長仰 7 7 2 6．8 0

1．4～・2．5体重範囲 ダ

平均休重 ダ

l 2・1～“

l 5－6 1

巨 4～ 5・2

2．0 5

0．8 ～2，0 0．5～ 2．5 0．4へ一1．2 0．8 ～1．d 1．0～ 5．7

1．1 5 0．7 4 0．5 5 1．1 5 1．5 2 1．°口

8 2 9 5 0 5 5 2 1 4測 定 尾 教 5 1 2

＊　藤本他（1954）より○’57年は北浜・藤本（1958）よれ

幼魚の沿岸における分布状態は年に上り・海況により変化するものと考えられるが・一般には久慈川河

口以南から大洗地先の距崖20～50Dmの範閑であって・4月下旬から8月上旬の間に主にシラス曳網

で混獲される。・52年に採集した幼魚の貴も′岬のものは5月4日大洗地先の体長5・dm・体重0・5クで

ぁったが，4月下旬には河口ですでに体長d・OC卿前後のものが混樗されていることから推定すれば・降海

時間は早く4月中旬頃と考えられる○藤田・小久保によれば4月下旬には体長5～7叫平均占印となり・

4月中旬には沼から降り外海に出るとしているt尾鮮ニシンの幼魚は51那前後で6月に海に降り・贋架昭
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ニシンの幼魚は6月に海に降少るといわれている。年に上力鰐化時期，稚魚の成長春慶，環境条件も変化

するから．毎年一定した期間に降海するとは限らない。また沿岸水域にどの程度の大きさまで成長し，何

時頃から，より沖合の回澤へ行動を起すかは不明であるが，8月以降d～10（机の幼魚がシラス曳網に稀

に少量混確されるのみで，より沖合での漁獲は無いといわれるから，この頃から沖合へ移動を開始するも

のとみてよかろう。しかし茨城県沿岸，茨城．福島県境沿岸で漁獲される幼魚のすべてが個沼ニシンに由

来するかどうかは薮密には明らかでをい。尾鮫沼，鷹架沼．松島湾，利根川等の太平洋各地にそれぞれ産

卵ニシンが来館するから．これらのニシンに由来する幼稚魚の存在も無視出来をい。

5．回鰐と産卵

すでに述べたように掛沼に楽勝するニシンの海洋における棲息場，回勝経路，その他の具体的な生活に

ついての知見は今のと・ころない。われわれが実際に澗沼内に来滞するニシンを充分に観察しうる期間は，

全生涯のなかで親魚として産卵のため湘上し，宿内（問沼川，那珂川をふくむ）で漁推される期間，また

凛即ヒ後の短い期間の二つにすぎをレ。しかしこの期間における知見も極めて乏しい。

沼内における移動を聴取少蘇黒から推測すれば次のような ものである7）

ニシンは潮の流れにのれ　ミオを通って澗沼川（排水川）を上れ前谷地先から沼に入り，長州，北松

川地先をすぎてやゝ西方に向きをかえ，箕輪地先に達する。ここまで遺したニシンは綱掛方面へ進むもの

と下石崎に反転するものとがある。大体において沼の奥には侵入しないようであるが，細掛方面のものは

時にはわずかをがら親沢鼻と弁天鼻との西側に入ることもあり，潤沼川（注入川）にも上ることがあるら

しい。沼内の移動横路は毎年ほとんど変化はないといわれる。
1）

産卵はどのような場所でも行なわれるといわれるが，藤本らは船上から水草藻を採集したが，調査時期

が悪く回数も少なかったためか，付着卵を認みられす産卵場を知ることができなかった。また箕輪，中沢

地先の沖合50Dmの所（水探5m）にd Dmx40mのだ円状の硬い砂利層（漁師は岩盤といつてい

以下岩盤という）があわ，これを中心にシノミ殻まじ少の砂利が多く在り次第に泥土となるが，この

岩盤上に多く産卵するという。また中石崎にかける聴取りでは，1950．も1年頃には1月から2月に

かけ距崖15－75mの場所に入れたハゼ延縄にニシン卵が付着しておれ　またも4年2月中旬頃距崖dD

m，水深5mの場所に投網した刺網にニシン卵が付着し，その重みで網が沈下したといわれる。この網類

が卵の重みで沈むことは北海道の春ニシン漁場でもかなり普通に経験されたことである。

岩盤付近の砂利上に産卵が行なわれるとしても，これはかならずしも正常のものと考えられない点もあ

るから，宿中の水草藻の精しい観察と共に調査が必要である．産卵場の位置やその面積は東塔群の諸性質

と共に年々変化するだろうし，またそれは数年後の来港魚群の諸性質に大きな影響を及ぼすものと考えら

れるから，産卵場や産卵習性の充分を領察を必要とする。

海洋におけるニシンの軟膏は不明であることは前述したが，茨城県下の懐船底曳綱，あるいは沿岸小型

定置で混確されるニシ∵／がはたして潤沼で産卵するかどうかはいせのところ不明である。また沼内で産卵

を終えた親魚の移動経路，越冬場所等についても不明である。
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Ⅲ　楕

藤本武・北浜仁‥汽水性水城の水産資掛こ関する基礎調査－Ⅱ

要

1）個沼を中心とする最近のニシンの漁獲量は急増し．地域生産の重要対象資源とをってきたが・このニシ

ンについて過去（主に1949～’65年）行なわれた調査結果の知見を整理した0

2）漁具は賛巻と刺網が主で，とくに苅胸は那珂川・蘭窄川及び那珂川口の海面でも操業されるようにをっ

の全長範囲は24，5～40・5C卯で・275cmから55・5C伊のものが90％強をしめる0

4）年令範囲は2～8年で，主群は5生，4年で5年も時には多く出現するD

5）最近の澗沼ニシンの成長は穣めて良好である〇

°）沼内で貯化した稚魚は．早いものは4月中に海に降れ暫らくの間沿岸に滞泳する。

7）沿岸滞泳期をすぎた幼魚は・占月頃より沖合の回清へ移るが・その後産卵に至るまでの習性は不明であ

る。

8）沼内における産卵場吐不明である。
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